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12広報にほんまつ　2018.7

平成31年度

二本松市
　　職員採用案内
平成31年４月１日に採用する市職員ならびに市任
期付職員の採用候補者試験を、次により行います。

市職員
採用職種 採用予

定人員 主な職務内容 受験資格

一般事務
A

８人
程度

一般行政事務に従事
平成元年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた者

一般事務
B

３人
程度 平成９年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた者

土　木 ２人
程度 土木行政等の業務に従事 昭和59年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた者

保育士 ５人
程度

保育所、認定こども園お
よび幼稚園での保育また
は幼児教育に従事

平成元年４月２日以降に生まれた者で、保育士の資格および幼
稚園教諭の免許を有する者または平成31年３月末日までに取得
見込みの者（いずれかの資格免許では受験できません。）

　　※各職種ともに学歴は問いませんが、試験は高卒程度（保育士は短大卒程度）で実施します。
　試験の実施日　・第１次試験　９月16日（日）　・第２次試験　11月上旬
　受 付 期 間　８月１日（水）～８月17日（金）　８：30～17：15（土日祝日を除く。）
　受 付 場 所　人事行政課職員係　※郵送の場合は８月17日の消印のあるものまで受け付けます。
　申 込 用 紙　受験案内（申込用紙）は、市役所本庁、各支所および各住民センターにてお渡しします。

市任期付職員
採用職種 採用予

定人員 主な職務内容 受験資格

（�身体障が
い者）
一般事務

１人
程度

一般行政事務
に従事

次のすべての要件を満たす者が受験できます。
⑴自力通勤ができ、かつ、介護者なしに職務の遂行が可能な者　⑵身
体障害者福祉法第15条に規定する身体障害者手帳の交付を受けている者
⑶活字印刷文（文字の大きさは10ポイント程度）による出題に対応でき
る者　⑷昭和39年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた者

保育士 １人
程度

保育所、認定こど
も園および幼稚園
での保育または幼
児教育に従事

昭和39年４月２日以降に生まれた者で、保育士の資格および幼稚園教
諭の免許を有する者または平成31年３月末日までに取得見込みの者
（いずれかの資格免許では受験できません。）

　　※各職種ともに学歴は問いませんが、試験は高卒程度で実施します。
　勤 務 形 態　週５日フルタイム勤務　　　任　期　平成31年４月１日から平成34年３月31日まで（３年間）
　試験の実施日　・第１次試験　10月14日（日）　・第２次試験　11月上旬
　受 付 期 間　９月３日（月）～９月21日（金）　８：30～17：15（土日祝日を除く。）
　受 付 場 所　人事行政課職員係　※郵送の場合は９月21日の消印のあるものまで受け付けます。
　申 込 用 紙　受験案内（申込用紙）は、市役所本庁、各支所および各住民センターにてお渡しします。

◎問い合わせ�人事行政課職員係☎（55）5083

保
育
士
就
職
相
談
会

 

を
開
催
し
ま
す

　

職
員
採
用
試
験
の
実
施
に

合
わ
せ
、
保
育
士
就
職
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

保
育
士
と
し
て
仕
事
を
す

る
に
当
た
り
、
不
安
や
悩
み
、

雇
用
条
件
等
の
相
談
を
現
場

の
保
育
士
と
子
育
て
支
援
課

の
職
員
が
お
聞
き
し
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日　

時

　

７
月
22
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所

　

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

子
育
て
支
援
課

　

保
育
所
幼
稚
園
係

　

☎（
55
）５
１
１
２

子どもたちから
毎日たくさんの
パワーをもらっ
ています。
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二
本
松
市
土
地
改
良
区

総
代
総
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

　

８
月
８
日
の
任
期
満
了
に
よ
る

二
本
松
市
土
地
改
良
区
総
代
総
選

挙
を
、
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

告
示
日　

７
月
26
日（
木
）

投
票
日　

８
月
２
日（
木
）

※�

立
候
補
届
け
出
の
受
け
付
け
は
、

７
月
26
日
と
27
日
の
２
日
間
、

市
役
所
３
階
３
０
２
会
議
室
に

て
行
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎（
55
）５
１
４
６

児
童
手
当
の
手
続
き
は

　
　
　
　
　お
済
み
で
す
か

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

毎
年
６
月
中
に「
児
童
手
当
現
況

届
」を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
現
況
届
の
提
出
が
な

い
と
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
の
手
続
き
が
必
要
と
な

る
方
に
は
届
け
出
用
紙
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
手
続
き
を

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
付

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家
庭
係

　

☎（
55
）５
０
９
４

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に

　
　
　
　ご
注
意
く
だ
さ
い

　

市
内（
主
に
阿
武
隈
川
よ
り
西

側
）で
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
目

撃
さ
れ
て
い
ま
す
。
被
害
を
防
ぐ

た
め
、
次
の
点
に
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

人
里
に
ク
マ
を
寄
せ
付
け
な
い

た
め
に

・��

ク
マ
の
餌
と
な
り
う
る
生
ご
み

や
野
菜
、
収
穫
し
な
い
栗
・
柿

な
ど
を
、
人
家
の
周
辺
に
放
置

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・��

人
家
の
周
辺
に
ハ
チ
の
巣
を
見

つ
け
た
ら
、
速
や
か
に
撤
去
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

集
落
近
く
の
山
林
や
川
沿
い
の

や
ぶ
の
草
刈
り
を
す
る
と
効
果

的
で
す
。

ク
マ
に
遭
遇
し
な
い
た
め
に

　

ク
マ
が
生
息
し
て
い
る
山
林
に

立
ち
入
る
場
合
や
、
ク
マ
の
活
動

が
活
発
に
な
る
早
朝
・
夕
方
に
農

作
業
を
す
る
と
き
は
、
ク
マ
鈴
や

ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る
物
を
携
帯

し
、
ク
マ
に
自
分
の
存
在
を
知
ら

せ
ま
し
ょ
う
。

※�

山
に
立
ち
入
っ
た
際
は
、
食
べ

物
や
生
ご
み
を
必
ず
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。

も
し
ク
マ
に
出
会
っ
た
ら

　

ク
マ
を
興
奮
さ
せ
な
い
よ
う
、

大
声
で
叫
ん
だ
り
、
背
中
を
向
け

て
逃
げ
た
り
せ
ず
、
落
ち
着
い
て

静
か
に
立
ち
去
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ク
マ
を
目
撃
し
た
場
合
や
、
農

作
物
等
へ
の
被
害
を
発
見
し
た
場

合
は
、
左
記
ま
で
情
報
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

農
林
課
農
地
管
理
係

　

☎（
55
）５
１
１
８

　

ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課

　

６
月
10
日
、
南
相
馬
市
で
開
催

さ
れ
た
全
国
植
樹
祭
に
参
列
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
植
樹
祭
に
は
天

皇
・
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
、

東
日
本
大
震
災
お
よ
び
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
か
ら
の
森
林

の
再
生
と
、
次
世
代
へ
の
継
承
を

皆
で
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

生
命
は
、
森
か
ら
生
ま
れ
、
森
と

と
も
に
進
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
「
森
は
、
生
命
を
育
む
源
」

　

私
た
ち
の
祖
先
は
、
古
来
よ
り
、

森
を
精
霊
の
宿
る
神
聖
な
も
の
と

畏い

敬け
い

し
、
敬け

い

虔け
ん

な
気
持
ち
を
持
っ

て
、
こ
れ
を
守
り
、
育
て
、
そ
の

恵
み
を
享
受
し
て
き
ま
し
た
。

　

緑
豊
か
な
森
林
は
、
多
種
多
様

な
生
物
が
共
存
す
る
生
態
系
の
宝

庫
で
あ
り
、
林
産
物
の
供
給
を
は

じ
め
、
水
源
の
涵か

ん

養よ
う

や
国
土
保
全
、

さ
ら
に
は
地
球
環
境
の
保
護
や
生

命
維
持
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
人
類

だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
生
き
も

の
の
生
存
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
森
林
は
危
機
に
直
面
し

て
お
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
、
さ

ら
に
は
地
球
の
温
暖
化
や
森
林
の

破
壊
、
砂
漠
化
な
ど
、
地
球
規
模

で
の
環
境
問
題
に
よ
り
、
人
類
の

生
存
す
ら
危
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

国
民
一
人
ひ
と
り
が
森
林
の
果

た
し
て
い
る
役
割
に
思
い
を
巡
ら

せ
、
私
た
ち
の
祖
先
が
育
ん
で
き

た
文
化
や
緑
豊
か
な
森
林
を
守
り

育
て
、
こ
れ
を
人
類
共
有
の
財
産

と
し
て
未
来
へ
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
が
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た

大
き
な
使
命
と
考
え
ま
す
。

　
『
全
国
植
樹
祭
』が「
循
環
の
理

念
」の
も
と
、「
森
林
と
人
間
と
の

共
生
」、
そ
し
て
緑
豊
か
な
国
土

建
設
の
新
た
な
礎
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

～ 

市
長
か
ら
の
手
紙 

～

二本松市長
三保　恵一

市
民
が
主
役
。

『
全
国
植
樹
祭
』

　～
育
て
よ
う
希
望
の
森
を

　
　
　
　
　
　い
の
ち
の
森
を
～




